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コ
ラ
ム

市
で
は
現
在
、
令
和
３
年
度
〜
12
年
度

を
対
象
期
間
と
す
る
第
６
次
碧
南
市
総
合

計
画
の
策
定
に
向
け
て
各
種
資
料
を
収
集

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
市
お

よ
び
近
隣
の
７
市
に
在
住
し
て
い
る
25
歳

以
上
39
歳
以
下
の
人
に
対
し
て
子
育
て
世

代
ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
１
〜
８
は
、
各
市
の

在
住
者
が
自
分
の
住
ん
で
い
る
市
の
子
育

て
支
援
や
教
育
環
境
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
評
価
し
て
い
る
か
を
問
う
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
評
価
は
５
段
階
（
①
大
変

充
実
し
て
い
る
②
あ
る
程
度
充
実
し
て
い

る
③
普
通
④
あ
ま
り
充
実
し
て
い
な
い
⑤

全
く
充
実
し
て
い
な
い
）
か
ら
選
ぶ
形
で

す
。
碧
南
市
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
保
育
園
・
幼
稚
園
の
受
入
れ
（
施
設
数
、

定
員
、
低
年
齢
保
育
）
①
6.5
％
②
43.5
％
で
、

約
５
割
の
人
が
充
実
を
実
感
し
て
お
り
、

こ
の
割
合
は
、
７
市
中
安
城
市
と
同
率
１

位
で
す
。
２
子
ど
も
医
療
費
等
の
費
用
の

軽
減
・
補
助
①
14.8
％
②
40.7
％
で
、
５
割
以

上
の
人
が
充
実
を
実
感
し
て
お
り
、
安
城

市
に
次
い
で
２
位
で
す
。
３
保
育
園
・
幼

稚
園
等
の
費
用
の
軽
減
・
補
助
①
3.7
％
②

33.3
％
で
、
約
４
割
の
人
が
充
実
と
実
感
し

て
お
り
、
安
城
市
に
次
い
で
２
位
で
す
。

４
小
・
中
学
校
の
教
育
環
境
①
3.7
％
②
27.8

％
で
、
３
割
以
上
の
人
が
充
実
を
実
感
し

て
お
り
、
刈
谷
市
、
安
城
市
に
次
い
で
３

位
で
す
。
５
子
ど
も
の
居
場
所
（
学
童
保

育
、
児
童
館
、
遊
び
場
、
公
園
な
ど
）
①

9.3
％
②
36.1
％
で
、
約
５
割
の
人
が
充
実
を

実
感
し
て
お
り
、
刈
谷
市
に
次
い
で
２
位

で
す
。
６
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活

動
の
環
境
①
5.6
％
②
25
％
で
、
約
３
割
の

人
が
充
実
を
実
感
し
て
お
り
、
刈
谷
市
に

次
い
で
２
位
で
す
。
７
子
ど
も
の
医
療
体

制
（
小
児
科
・
救
急
病
院
）
①
2.8
％
②
37

％
で
、
約
４
割
の
人
が
充
実
を
実
感
し
て

お
り
、
安
城
市
、
刈
谷
市
に
次
い
で
３
位

で
す
。
８
子
ど
も
や
子
育
て
中
の
親
に
対

す
る
周
囲
の
理
解
や
サ
ポ
ー
ト
①
4.6
％
②

24.1
％
で
、
約
３
割
の
人
が
充
実
を
実
感
し

て
お
り
、
刈
谷
市
に
次
い
で
２
位
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
８
項
目
中
１
位
が
１
項

目
、
２
位
が
５
項
目
、
３
位
が
２
項
目
で

あ
り
、
市
の
子
育
て
世
代
は
、
子
育
て
支

援
策
お
よ
び
教
育
環
境
に
つ
い
て
、
近
隣

７
市
と
の
比
較
で
も
高
評
価
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
も

含
め
、
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
も
満
足
度

の
高
い
市
政
の
実
現
に
向
け
て
、
よ
り
一

層
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

市
の
子
育
て
世
代
は
子
育
て
支
援
や

教
育
環
境
に
つ
い
て

近
隣
市
と
の
比
較
の
な
か
で
も

高
い
満
足
を
感
じ
て
い
ま
す

市では、若い人たちの国際交流に対する理解と両
市の親善を深めることを目的として、昭和62年より
アメリカ合衆国エドモンズ市へ中高生などを派遣し
ています。
今年はエドモンズ市へ中高生10人が８月９日㈮に

出発し、現地の一般家庭でホームステイして８月22
日㈭に帰国する予定です。

派遣メンバー（敬称略）
伊藤櫻子（東中３年）　江坂天那（西端中３年）
岡部涼花（東中３年）　小池葵子（中央中３年）
齋藤和花（南中３年）　重松涼香（中央中３年）
土屋璃久（西端中３年）土屋瑠久（西端中３年）
德重凜香（南中３年）
髙橋にいな（安城学園高１年）
豊倉啓輔（引率）　　　神谷美里（引率）

姉妹都市学生使節団ウェルカムパーティー
とき　　７月26日㈮　18時30分～
ところ　文化会館
定員　　100人程度
参加費　500円
申込み　地域協働課地域協働係　☎（95）9872

中高生海外派遣学生決定　
姉妹都市エドモンズ市へ
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
標
語
作
品
入
賞
者

梶川博司（保護司）
「社会を明るくする運動」は、犯罪のない地域社会
を築こうとする全国的な運動です。毎年７月に行わ
れ、今年で69回目を迎えます。
碧南保護区保護司会碧南支部では７月６日㈯に更
生保護女性会とボランティア中学生とともにハンド
タオル・リーフレットを配り、市内の大型店舗の出
入り口付近にて街頭啓発活動を行います。
ハンドタオルはこの運動の趣旨に賛同いただいた
企業・団体・個人の協賛金にて作成し、なかには市
内中学生から公募された「社会を明るくする運動」
の標語の優秀作品が印刷物として入っています。
手にされた人は是非読んでください。
地域・学校・家庭が一体となり、犯罪や非行のな
い安全安心な明るい地域社会を築いていきましょう。

“社会を明るくする運動”は、すべての国民が、犯
罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について
理解を深め、それぞれの立場で力を合わせ、犯罪や
非行のない安全で安心な地域社会を築くための全国
的な運動です。
７月を強調月間として、保護司会や更生保護女性
会が中心となり、市内各所での街頭広報活動を始め
とするさまざまな啓発活動を行います。
更生保護の担い手とは
【保護司】
犯罪や非行をした人の立ち直りを地域で支えるボ
ランティアです。保護観察対象者の生活環境の調整
や、犯罪予防活動に取り組んでいます。
【更生保護女性会】
女性の立場から、地域における犯罪予防の活動や
子どもたちの健全育成のための子育て支援活動など
を行うボランティア団体です。

最
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

な
っ
て
な
い
？
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
　
あ
や
つ
り
人
形
　
浅
沼
詩
織
（
新
川
中
２
年
）

優
秀
賞

「
席
ど
う
ぞ
。
」
　
ち
ょ
っ
と
の
勇
気
の
　
思
い
や
り
　
　
伊
藤
菜
海
（
東
中
２
年
）

問
題
か
ら
逃
げ
て
も
い
い
　

生
き
る
こ
と
か
ら
は
　
逃
げ
な
い
で
　
　
水
野
李
桜
（
南
中
３
年
）

入
選令

和
時
代
　
平
和
な
時
代
を
　
つ
く
ろ
う
よ
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
日
和
（
新
川
中
１
年
）

泣
い
て
る
子
　
ハ
ン
カ
チ
貸
し
た
ら
　
笑
っ
た
よ
　
　
　
　
矢
田
倖
規
（
中
央
中
１
年
）

手
を
出
し
て
　
そ
の
手
を
私
が
　
繋
ぐ
か
ら
　
　
　
　
　
　
小
椋
由
愛
（
中
央
中
２
年
）

晩
ご
飯
　
家
族
の
笑
顔
も
　
か
く
し
味
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
浦
の
あ
（
南
中
１
年
）

ス
マ
ホ
よ
り
　
見
て
ほ
し
い
の
は
　
あ
の
子
の
目
　
　
　
　
杉
浦
　
茜
（
南
中
３
年
）

お
母
さ
ん
　
放
置
を
す
る
な
　
自
分
の
子
　
　
　
　
　
　
　
杉
浦
航
弥
（
南
中
３
年
）

お
は
よ
う
と
　
朝
の
ス
イ
ッ
チ
　
い
れ
よ
う
よ
　
　
　
　
　
片
山
紗
那
（
東
中
１
年
）

笑
顔
咲
く
　
ほ
こ
れ
る
町
が
　
僕
は
好
き
　
　
　
　
　
　
　
村
岡
龍
樹
（
東
中
２
年
）

そ
の
言
葉
　
ト
ゲ
は
無
い
か
？
　
再
確
認
　
　
　
　
　
　
　
石
橋
す
ず
（
東
中
３
年
）

「
一
度
だ
け
」
　
そ
れ
が
人
生
　
狂
わ
せ
る
　
　
　
　
　
　
内
藤
柊
志
（
西
端
中
２
年
）

碧
南
保
護
区
保
護
司
会
碧
南
支
部
長
賞

ま
ぁ
い
い
か
　
見
て
見
ぬ
ふ
り
も
　
共
犯
者
　
　
　
　
　
　
増
田
莉
佳
（
新
川
中
１
年
）

画
面
よ
り
　
目
と
目
を
合
わ
せ
る
　
そ
れ
が
友
　
　
　
　
　
伊
奈
明
星
（
中
央
中
３
年
）

だ
め
だ
よ
と
　
言
え
な
い
私
も
　
共
犯
者
　
　
　
　
　
　
　
宇
野
ら
ら
（
南
中
３
年
）

や
さ
し
さ
と
　
感
謝
の
言
葉
　
あ
り
が
と
う
　
　
　
　
　
　
船
津
諒
人
（
東
中
１
年
）

あ
い
さ
つ
は
　
地
域
の
つ
な
が
り
　
強
く
す
る
　
　
　
　
　
森
　
祭
鈴
（
西
端
中
３
年
）

碧
南
市
更
生
保
護
女
性
会
長
賞

思
い
や
り
　
こ
れ
こ
そ
世
界
を
　
変
え
る
鍵
　
　
　
　
　
　
尾
崎
凌
太
朗
（
新
川
中
３
年
）

「
あ
り
が
と
う
」
　
言
え
る
勇
気
と
　
言
わ
れ
る
幸
せ
　
　
竹
内
愛
唯
（
中
央
中
３
年
）

S
N
S
　
一
文
字
違
う
と
　
S
O
S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
俊
之
介
（
南
中
３
年
）

サ
ギ
電
話
　
家
族
で
守
ろ
う
　
お
年
寄
り
　
　
　
　
　
　
　
新
美
陽
生
（
東
中
３
年
）

ぎ
ゃ
く
た
い
は
　
子
供
の
未
来
　
閉
ざ
し
て
く
　
　
　
　
　
築
山
梨
織
（
西
端
中
３
年
）

活動について

“社会を明るくする運動”強調月間
犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ

問合せ　福祉課保護係　☎（95）9883

７月１日㈪～31日㈬は
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